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「韓
国
の
被
爆
者
と
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交
流
の
旅
」行
わ
れ
る 

      

取
り
組
み
ま
し
ょ
う 

 大
阪
原
水
協
で 

 

初
め
て
の
取
り
組
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九
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で 

「
韓
国
の
被
爆
者
と
の
交
流 

の
旅
」
が
、
大
阪
原
水
協
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し
て
初
め
て
実
施
さ
れ
、
被 

爆
者
を
含
む
十
名
が
参
加
し 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

共に「核兵器のない世界」を！ 
 

 

 

「核兵器全面禁止のアピール」署名 
（２０１３年１０月１日現在） 

３６万１５６２筆 

 

 

家
」
を
訪
問
。
二
人
の
ハ
ル
モ

ニ
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
、
日

本
語
で
会
話
を
す
る
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
。
新
た
に
開
館 

さ
れ
た
「
歴
史
館
」
に
は
、 

日
本
軍
が
作
っ
た
「
慰
安
所
」 

が
日
本
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
付
近
ま
で
の
地
図
が
。
地
下

に
は
、
当
時
の
「
慰
安
所
」
が 

再
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、「
日
本
人
と
し

て
見
る
の
は
つ
ら
い
」
の
声
も

あ
り
ま
し
た
が
、
歴
史
の
事
実

と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
の 

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

 

ま
し
た
。
代
表
団
は
岩
田
大 

阪
原
水
協
理
事
長
を
団
長
と 

し
て
、
寝
屋
川
市
原
爆
被
害 

者
の
会
・
松
山
五
郎
（
八
十 

四
歳
）
さ
ん
が
参
加
し
、
韓 

国
原
爆
被
害
者
の
会
と
の
交 

流
や
日
本
の
侵
略
の
歴
史
を 

学
び
、
大
き
な
成
果
の
あ
る 

大
き
な
成
果
の
あ
る
旅
と
な 

 

 

九
日
、
韓
国
原
爆
被
害
者 

協
会
と
の
交
流
会
が
ソ
ウ
ル 

市
内
の
協
会
事
務
所
で
開
か 

れ
ま
し
た
。
お
互
い
の
名
刺 

交
換
と
挨
拶
で
始
ま
り
、
な 

ご
や
か
に
笑
顔
で
ス
タ
ー
ト
。 

朴
（
パ
ク
）
会
長
か
ら
「
会 

員
が
二
千
七
百
人
で
七
支
部 

が
あ
り
ま
す
。
日
韓
政
府
か 

ら
の
援
助
な
く
、
一
カ
月
五 

百
円
会
費
で
自
主
運
営
し
て 

い
ま
す
。
今
年
、
八
月
被
爆 

の
損
害
賠
償
責
任
に
関
し
、 

韓
国
政
府
が
日
本
政
府
と
協 

議
し
な
い
『
不
作
為
』
は
、 

違
法
だ
と
し
て
、
一
人
あ
た 

り
千
万
ウ
オ
ン
（
約
百
十
万 

円
）
の
慰
謝
料
を
請
求
す
る 

訴
訟
を
起
こ
し
て
い
ま
す
」 

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

日
本
語
で
上
手
な
司
会
を 

さ
れ
た
卞
（
ビ
ョ
ン
）
さ
ん 

か
ら
被
爆
後
の
全
身
に
紫
の 

斑
点
が
出
て
、
広
島
の
同
級 

生
た
ち
が
手
を
差
し
出
し
て 

く
れ
、
長
崎
原
爆
病
院
で
治 

療
。
治
療
ビ
ザ
第
一
号
だ 

っ
た
た
め
、
日
本
の
新
聞
に 

大
き
く
報
道
さ
れ
た
こ
と 

な
ど
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

被
爆
者
の
松
山
さ
ん
か
ら

も
広
島
で
の
朝
鮮
人
の
被
爆

者
の
よ
う 

  

旅
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

共
に
連
帯
し
て 

こ
れ
か
ら
も
友
人
で 

日
本
側
か
ら
も
原
爆
展
や
署 

名
運
動
な
ど
の
取
り
組
み
を

報
告
。 

 

一
緒
に
韓
国
語
で
、「
コ 

ヒ
ャ
ン
・
エ
・
ポ
ム
」（
故 

郷
の
春
）
と
日
本
語
で
「
原

爆
許
す
ま
じ
」
を
歌
い
、
ま

た
の
再
会
を
約
束
し
合
い
ま

し
た
。 

 

侵
略
の
事
実
も 

 
 
 
 

深
く
学
ぶ 

  

今
、
安
倍
政
権
は
、
日
本

の
侵
略
の
歴
史
の
事
実
を
認

め
ず
、
憲
法
の
改
悪
を
企
て

い
ま
す
。
今
回
の
旅
の
目
的

の
一
つ
に
、
こ
の
侵
略
の
歴

史
を
検
証
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。 

 

「
西
大
門
刑
務
所
歴
史
館
」

は
、
日
本
帝
国
主
義
が
朝
鮮 

を
支
配
し
て
い
た
時
代
、
独

立
運
動
を
叫
ぶ
活
動
家
を
拷

問
、
虐
殺
し
た
刑
務
所
で
す
。 

五
千
人
の
犠
牲
者
の
顔
写
真 

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
拷
問
道
具

が
使
わ
れ
、
絞
首
刑
の
あ
と

は
、
処
刑
室
と
つ
な
が
る
秘

密
の
通
路
か
ら
遺
体
は
運
ば

れ
、
野
犬
の
群
れ
に
・
・
。 

 

ソ
ウ
ル
か
ら
約
一
時
間
の 

広
州
に
あ
る
元
日
本
軍
「
慰

安
婦
」
の
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
が 

共
同
生
活
す
る
「
ナ
ヌ
ム
の 
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 ９月７日、ソウル市内にある在韓日本大使館前に座る 

「慰安婦」を象徴する少女の像を訪ねました。１９９２

に始まった水曜デモが１０００回を記念して、２０１１

年に設置されたものです。茶色の日本大使館の道向かい

に設置され、日本大使館に訴えるように、じっと正面を

みつめています。前日、野党国会議員が「北朝鮮スパイ

容疑」で逮捕されたこともあり、日本大使館は３台の警

備用バスと警察官に囲まれ、厳重警戒の状態。私たちが

少女の像にカメラを向けると、「なぜ、像と一緒に写真

を撮るのか」と大声で注意。「警察官や大使館の撮影も

禁止！」とのことで、雰囲気はピリピリムードでした。

毎週水曜日には、元「慰安婦」のハルモニも参加して行

われる「水曜デモ」にも参加したい思いで、この場を去

りました。 

 ７日、５時から世界大会やビキニデー集会などにも参

加してきた李俊揆（イ・ジュンキュ）さんから「北東ア

ジア情勢」について、講演していただきました。「米韓

関係で若者には、アメリカから恩を受けた感覚はない。

サッカーでもアメリカチームより北朝鮮チームを応援

する。北朝鮮とは、『対話』の世論が多い。朝鮮戦争で

３年間の地上戦を戦った悲惨さを繰り返してはならな

い、の体験として持っているし、刻み込まれている。 

 また、東北大震災の時、日本への募金運動など有名歌

手やＮＧＯが目立ったが、その中心になったのは「従軍

慰安婦」の支援団体だった。被害者だから苦しみが理解

できる人たち・日本人に親しみを持っている人たちだか

らできたのだと」と、語っていただきました。 

 ８日、ソウル中心部にある『金 大中図書館』を訪

ねました。軍事政権下で民主化闘争の罪で、死刑宣告

をされ、それにも屈せず生き延び、日本から拉致され

日本海に水葬されそうになりながらも生還。韓国史上

初めての非軍人出身の大統領となった人物です。また、

北朝鮮との対話を実現し、その太陽政策が評価され、

ノーベル平和賞を受賞しました。 

 この「金 大中図書館」は、国立ではなく、「延世大

学」（私学）付属図書館で、大学で責任を持って運営・

管理されている。 

 この図書館で学んだことは、韓国の歴史の中で「民

主化闘争」をすすめるために、流血と人々の大きな犠

牲が払われてきたということでした。１９８７年軍事

政権を倒した人々の闘いを知ることができました。「死

刑囚が大統領になる国」に感動の参加者でした。 

「核兵器全面禁止のアピール」署名数が全国トップになりました！ 

１０月の１００万署名推進行動 １０月９日（水）午後５時～淀屋橋 


